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野村ワールドスター オープン 

運用報告書(全体版) 
 

第46期（決算日2020年１月24日） 
 

作成対象期間（2019年７月25日～2020年１月24日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（ロング・ショート型） 

信 託 期 間 1995年１月25日から2025年１月24日までです。 

運 用 方 針 

世界各国の株式および債券ならびに野村ワールドスター オープンと実質的に同一の運用の基本方針を有する親投資信託である野村
ワールドスター オープン マザーファンド受益証券に投資し信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。運用に
あたっては、次の投資視点に留意し積極的に運用を行うことを基本とします。 

○ａ グローバルにみた成長性 

○ｂ 先進国市場では投資タイミングに機敏に対応 

○ｃ 各国の景気サイクルの相異に着目した資産別アロケーション 

○ｄ 時宜を得たテーマや投資対象 

主な投資対象 

野村ワールドスター  
オープン 

主として世界各国の株式および債券ならびに野村ワールドスター オープン マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。 

野村ワールドスター  
オープン マザーファンド 

世界各国の株式および債券を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村ワールドスター  
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

野村ワールドスター  
オープン マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
年２回の毎決算時に、原則として繰越分を含めた利子、配当収入と売買益（評価益を含みます。）等から基準価額水準、市況動向、残
存信託期間等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村ワールドスター オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベンチマーク 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

投資信託 
証  券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

42期(2018年１月24日) 10,994 45 13.0 11.7 53.8 42.8 24.2 △10.6 3.4 4,306 

43期(2018年７月24日) 10,373 20 △ 5.5 △ 3.0 56.2 3.4 19.6 △40.2 2.3 3,833 

44期(2019年１月24日) 9,762 0 △ 5.9 △ 8.0 56.3 28.0 19.7 80.0 2.3 3,446 

45期(2019年７月24日) 11,037 50 13.6 10.9 54.7 23.5 10.8 83.2 2.2 3,704 

46期(2020年１月24日) 11,813 90 7.8 7.8 57.3 23.7 19.1 88.0 4.0 3,905 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 当ファンドのベンチマーク（＝MSCI ワールド インデックス フリー（円ヘッジベース））は、営業日前日のMSCI World Index Free（現

地通貨ベース）をもとに、当社が独自にヘッジコストを考慮して円換算したものです。 

 MSCI World Index Free（現地通貨ベース）は、MSCIが開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI

に帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所：MSCI、ブルームバーグ） 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベンチマーク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2019年７月24日 11,037 － － 54.7 23.5 10.8 83.2 2.2 

７月末 11,077 0.4 △0.1 54.5 25.6 10.8 88.1 3.8 

８月末 11,083 0.4 △3.3 51.7 29.7 14.1 65.4 3.9 

９月末 11,303 2.4 △1.6 53.6 23.0 16.6 74.4 3.9 

10月末 11,464 3.9 0.8 55.6 29.2 16.3 62.6 3.9 

11月末 11,707 6.1 3.7 56.0 37.6 16.0 71.8 3.3 

12月末 11,887 7.7 5.9 57.2 35.8 19.1 27.2 4.2 

(期  末)         

2020年１月24日 11,903 7.8 7.8 57.3 23.7 19.1 88.0 4.0 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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野村ワールドスター オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年７月24日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、MSCI ワールド インデックス フリー（円ヘッジベース）です。ベンチマークは、作成期首（2019年７月24日）の値

が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

世界株指数を運用ベンチマークとする当ファンドの基準価額（分配金再投資）は、株式市場

上昇の影響を受け、期中に7.8％上昇しました。基準価額変動の主な要因を以下に記します。 

 

（株式運用／＋）主要投資対象資産である世界株式市場が上昇したことが、プラスに働きまし

た。個別銘柄選択効果を除いた基準価額押し上げ効果は5.1％程度になりました。 

 

（債券運用／＋）主要国の金利が低下する環境下で、米国の長期国債を買い持ちとしたことが

プラスに働きました。債券運用全体では基準価額を2.2％程度押し上げました。 
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野村ワールドスター オープン

（通貨運用／＋）為替ヘッジ（為替の売り予約）コストがマイナスに働いた一方、株式市場が

下落した2019年８月に日本円や米ドル等に対して下落した豪ドルを売り持ち

としたこと等の選択効果がプラスに働きました。通貨運用全体では基準価額

を0.1％程度押し上げました。 

 

（銘柄選択／＋）株式では主に北米、欧州において、当該地域の株価指数を上回るリターンを

上げたことを背景に、株式の銘柄選択効果全体で1.4％程度基準価額を押し上

げました。日本の事業債投資による銘柄選択効果は小幅に留まりました。 

 個別銘柄選択効果全体では基準価額を1.5％程度押し上げました。 

 

その他、信託報酬・売買コスト等は基準価額を1.0％程度押し下げました。 

 

○投資環境 

当期間、代表的な株価指数は、多くの地域で上昇しました。代表的な債券市場においては、

日本やドイツの10年国債利回りが上昇（債券価格は下落）した一方で、米国や英国の長期国債

利回りは低下（債券価格は上昇）するなど国によって異なる動きとなりました。 

 

当期初より米国に代表される多くの国で鉱工業生産伸び率やPMI（購買担当者景気指数）等

の経済指標に減速の兆候が見られたことに加えて、８月にはトランプ米大統領による対中追加

関税の発動表明を受けて、中国側も対抗措置をとることを表明したこと等、月を通じて両国に

よる制裁と対抗措置の応酬が続いたことが市場の重石となり株価は下落、国債利回りは低下し

ました。 

しかし、９月中旬以降は、各国の金融当局が政策運営に関して柔軟な姿勢を示していること

に加え、米中閣僚級協議で部分合意に至る等、両者が歩み寄りの姿勢を見せたことが好感され、

多くの地域で株価が大きく上昇するとともに、債券市場では国債利回りが上昇に転じました。 

実際に、FRB（米連邦準備制度理事会）は、７月末に約10年半ぶりの利下げを決定した後、

10月末の会合までの３会合連続で利下げを実施しました。 

為替市場においては、当期首から９月末にかけて米ドルが多くの通貨に対して上昇しまし

た。また通期では、円が多くの通貨に対して下落（円安）しました。外貨においては、EU（欧

州連合）離脱問題に揺れた英ポンドが上下に変動したものの、当期間を通じると対円で大きく

上昇しました。 
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野村ワールドスター オープン

○当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドは［野村ワールドスター オープン マザーファンド］受益証券を主要投資対象と

しています。なお、運用経過中の組入比率、外貨比率につきましては、野村ワールドスター 

オープンが保有する実質比率を記載しています。 

 

＜資産配分＞ 
・実質株式組入比率 
 

 
（注）DR（預託証書）は国籍の国に含めています（以下同じ）。 

（注）株式には投資信託証券を含みます。 

 

 

 
 

・実質債券組入比率 
 

 

 
 

 

・債券デュレーション  ・通貨配分 
 

  
（注） デュレーションとは金利がある一定の割合

で変動した場合、債券の価格がどの程度変

化するかを示す指標です。この値が大きい

ほど金利変動に対する債券価格の変動率が

大きくなります。 
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野村ワールドスター オープン

【株式】 
前期末に80％程度だった投資比率を当期末には85％へと引き上げたものの、依然、ベンチ

マークの投資比率100％に対して低い投資比率を維持しました。 
前期末時点では、成熟した景気循環局面から景気が自律的に再浮上する蓋然性は低いとの判

断から投資を抑制していました。 
当期末にかけては、同様の判断を維持したことから100％より低い投資比率を継続しつつも、

景気減速を背景に主要中央銀行が金融緩和的なスタンスを強化するとの見方から、やや投資比
率を引き上げました。 

 
【債券】 

前期末時点では、デュレーション※換算で＋4.9年程度として金利低下に備える投資姿勢を
とっていました。当期末時点には－0.4年程度と、金利上昇に備える投資姿勢に転換しました。 
前期末時点では、住宅関連の経済指標が弱含み始めるなど、景気減速の兆候が見られ始めて

おり、さらに、インフレ率に加速の兆候が見られない米国を筆頭に世界的に金融緩和期待が高
まることを想定したため、債券に対する強気の投資姿勢としました。 
当期末時点では、日銀の金融緩和の「出口戦略」を想定して日本国債のデュレーションをマ

イナスとしました。 
 

※金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指標です。この値が大きいほど金利変動に対する債券価

格の変動率が大きくなります。 

 
＜株式・債券の地域別配分等＞ 

【株式】 
前期末時点では、欧州とアジア・オセアニア（除く日本）をベンチマークと比べて多めとす

る一方、北米、日本をベンチマークと比べて少なめの投資比率としました。また新興国株式を
売り持ちとしました。 
当期末時点では、欧州に景気減速の底入れが見えつつあると判断したことから、欧州をベン

チマークと比べて多めとする一方、米国や日本を少なめとしました。日本に関しては、日銀の
金融緩和の「出口戦略」が進むとの想定を背景に投資比率を抑制しました。また、新興国地域
には低インフレ環境等を背景に金融緩和余地があるとの判断から、新興国株式を買い持ちへと
転換しました。 

 
【債券】 

前期末時点では、米国だけでなく欧州に関しても金融引き締め観測が後退するのみならず、
金融緩和への期待が高まることを想定したため、欧米のデュレーションをプラスとする一方、
日本に関しては、他国と比較して長期金利の低下余地が限られているとの判断からデュレー
ションをマイナスとしました。 

当期末時点では、日銀の金融緩和の「出口戦略」を想定して日本国債のデュレーションをマ
イナスとする一方、アジア（除く日本）や欧州、米国については、景気減速や低いインフレ率
を背景に金融緩和への期待が高まったことに配慮して、デュレーションを小幅のプラスにとど
めました。 
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野村ワールドスター オープン

＜実質外貨比率、通貨配分＞ 

為替ヘッジ後実質外貨比率を期中平均で３％程度と低水準に抑制することで、為替変動に左

右されにくい運用を行ないました。 

外国通貨の中では、前期末時点では、米ドルを買い持ちとする一方、新興国通貨を売り持ち

としていました。しかし、当期末時点には、金融緩和余地がある米ドルが下落することを想定

して、米ドルの買い持ちをほぼ解消しました。 

 

当期の［野村ワールドスター オープン］における［野村ワールドスター オープン マザー

ファンド］受益証券の平均組入比率は99.8％でした。 
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野村ワールドスター オープン

○当ファンドのベンチマークとの差異 
基準価額（分配金再投資）の騰落率は＋7.8％と、ベンチマークであるMSCI ワールド イン

デックス フリー（円ヘッジベース）の＋7.8％と同程度となりました。 
 

 
 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 
・債券投資において、主要先進国の金利が低下した環境で、欧米国債のデュレーションをプラ
スにしていたこと。 

・通貨投資において、2019年８月、米ドル等に対して下落した豪ドルや新興国通貨を売り持ち
としていたこと等の外国通貨の選択効果がプラスに働いたこと。 
 

（マイナス要因） 
・株式市場が上昇した環境下、株式投資比率をベンチマークの100％に対して低位に抑制して

いたこと。 
 

【アクティブリスクの取得について】 
主要投資対象である株式を、基準配分である100％に対して、80％～100％程度の範囲でコン

トロールしました。一方、当ファンドのベンチマークには含まれない債券投資を、先物を活用
しながら（期中平均デュレーション＋3.5年程度）行ないました。また、外国通貨についてはベ
ンチマークにおける投資比率が０％であるのと同様、ファンドでも期中平均比率を2.7％程度
に抑制していたものの、買い持つ通貨と売り持つ通貨を組み合わせるなど通貨の選択において
積極的にリスクを取得しました。 
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野村ワールドスター オープン

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 

なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第46期 

2019年７月25日～ 
2020年１月24日 

当期分配金 90  

(対基準価額比率) 0.756％ 

 当期の収益 90  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,481  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村ワールドスター オープン マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

OECD（経済協力開発機構）が算出する景気先行指数が2018年10月に長期平均水準である100

を下回った後も緩やかに低下を続けていることが示すように、世界景気は依然として減速過程

にあります。その中で2019年初めまでとは様子が異なるのは、一足早く減速を始めた欧州景気

に下げ渋りの様子が確認できる一方で、2018年は世界景気の下支え役であった米国景気に2019

年に入ってから息切れが目立つことです。 

例を挙げると、企業の景況感を表すISM製造業景気指数が、景気の良し悪しの分岐点とされ

る50を2019年８月に３年ぶりに下回って以降低迷しているほか、実際に製造業の新規受注金額

が2018年９月をピークに減少していること等、製造業中心とはいえ米国景気の減速は明らかで

す。もちろん、これが米中貿易摩擦激化や英国の無秩序なEU離脱等の見えないリスクに備え

た一時的な現象である可能性は否定できないものの、サービス業や個人消費へと減速が波及す

る可能性を無視するべきではないでしょう。 

一方で、景気減速に背中を押される形ながらも各国の中央銀行が金融引き締めから金融緩和

へとスタンスの転換を行ない、米国や欧州では実際に利下げが行なわれたことは今後の景気に

とってひとつの好材料です。米国ではFRBが早くも様子見スタンスに転じてしまったことや、
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もとより日本や欧州には金融緩和余地が少ないことを考慮すると、景気の本格回復には力不足

であると考えられるものの、一定の延命効果は見込めると言えるでしょう。 

これに対して資産市場では、株式市場が米中貿易協議の第一段階合意やFRBによる利下げが

2020年の景気回復を招来すると考えているかのように2019年８月を底値に上昇を続けている

ほか、セクター別の騰落率でもITセクターや資本財・サービスセクターが上位に並ぶ「景気先

取り相場」を示しています。ところが、債券市場では、米国10年国債利回りが2019年９月初め

の底値からやや上昇したとはいえ、依然として2019年前半を大きく下回る水準にとどまってい

るほか、将来の景況感が表れるといわれる長短金利差も縮まった状態が続き、景気の真のボト

ムが訪れることによって各国中央銀行が再度の利下げを余儀なくされることを暗示するかの

ようです。 

このように方向こそ違えど、両市場ともに2020年の経済環境について半ば織り込んだ状態で

あることは投資戦略を策定するうえでは意味深いと判断されます。なぜならば、仮に株式市場

の想定通りに世界景気が本格回復に向かうのであれば長期債市場には大きな価格下落圧力が、

債券市場の想定通りに景気回復が短命に終わり再び減速に転じるのであれば株式市場に大き

な価格下落圧力がかかる可能性が高く、両者ともに好調なリターンを残して終わった2019年の

蜜月を2020年には望めないとみなせるからです。 

筆者は上述したシナリオの後者に分があると考えているため、今後は株式投資に対する慎重

姿勢をとるものの、このシナリオを一定程度織り込んでいる状態にあるとみられる債券市場に

関しては上値余地も小さいと考えられるため、過度になりすぎない程度の投資姿勢とする方針

です。さらに、各市場の中でも、景気が相対的に下げ渋りを見せている欧州と、上述のように

更なる下落余地が見込まれる米国の資産で格差を付けつつ投資を行なっていく予定です。 

 

●株式 

2019年９月以降の世界的株価上昇は少なくとも一旦小康状態に陥り、その後は下落する可能

性が低くないと考えるため、100％よりも低い投資比率を維持する方針です。米中通商交渉の

部分合意や、米国の３度の利下げだけでは、市場が織り込む2020年の世界景気押し上げの特効

薬にはならないと判断することがその背景です。 

また、想定通りの株価下落が生じて各国の中央銀行が本格的な景気浮揚を目的とした更なる

利下げ等の金融緩和を実施する場合には、投資比率を引き上げる方針です。その際には、世界

的な金融緩和や米ドルの下落の恩恵を受けやすい新興国の通貨を念頭に置いています。 

 

●債券 

株式に比べると2020年の世界景気回復の市場織り込みが浅いと考えます。仮に景気減速が継

続した場合でも、価格上昇余地は2019年に比べると大きくないと考える一方、可能性は低いと

判断しているものの、景気回復本格化の際の反落余地は小さくないと考えます。 

したがって、昨年のような積極的に債券を買い持つ投資姿勢とは異なり、債券投資を抑制す

る方針です。想定通り世界景気減速が継続した場合は、短中期年限中心の金利低下を、一方想
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定外に世界景気回復が本格化した場合は、長期年限に顕著な金利上昇の可能性を高く見積もる

ため、いずれの場合でも有効な長短金利差拡大へのティルト（傾斜）を強める方針です。 

一方、低調なインフレ環境が逆風となる物価連動債への投資は抑制する方針です。 

 

●通貨 

当ファンドの運用ベンチマークは、為替ヘッジを行なった株価指数です。当面はこれと大き

くかい離させず、外貨比率を２～３％以内に抑制する方針です。ただし、外国通貨の選択にお

いては買い持ちと売り持ちを組み合わせた戦略を行ないます。 

2018、19年は堅調だった米ドルに曲がり角が訪れることを想定しています。対円や対ユーロ

での優位性の一つであった金利差が縮小に転じたにもかかわらず依然として堅調である背景

として、金融緩和が米国だけでなく世界的であることや、まだ新興国通貨投資に二の足を踏ん

でいる投資家の存在が挙げられると考えます。 

ECB（欧州中央銀行）が総裁交代を機に金融緩和偏重の景気支援の姿勢を変化させかねない

ことや、日銀も長期金利低下を必ずしも好ましくとらえていないこと等から様相が変化するこ

とを想定しています。また、米利下げ再開を転機に2000年代後半のように新興国への投資が注

目されることを想定します。 

こうした点を踏まえ、現在下火になっている米国の再利下げが現実味を帯び始めると考えた

場合に、米ドルを売り持ちとする一方、新興国通貨を買い持ちとする方針です。 

 

（文責：運用担当ポートフォリオマネージャー） 

 

［野村ワールドスター オープン］ 

主要投資対象であります［野村ワールドスター オープン マザーファンド］受益証券の組み

入れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年７月25日～2020年１月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 90  0.785  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 33)  (0.293)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 51)  (0.442)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.050)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.081   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.003)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.003)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  8)  (0.074)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.004   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.004)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 9   0.077   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  7)  (0.059)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  2)  (0.016)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 108   0.947    

期中の平均基準価額は、11,420円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年７月25日～2020年１月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールドスター オープン マザーファンド 47,768 111,600 97,613 227,800 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年７月25日～2020年１月24日) 

 

項 目 
当 期 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,331,287千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,082,085千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.63   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年７月25日～2020年１月24日) 

 

＜野村ワールドスター オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールドスター オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 665 170 25.6 666 169 25.4 

株式先物取引 14,722 2,377 16.1 14,731 2,141 14.5 
債券先物取引 31,157 3,063 9.8 30,872 3,979 12.9 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 3,072千円 
うち利害関係人への支払額（B） 162千円 

（B）／（A） 5.3％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2020年１月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 1,655,857 1,606,012 3,897,791 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2020年１月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールドスター オープン マザーファンド 3,897,791 97.9 

コール・ローン等、その他 84,368 2.1 

投資信託財産総額 3,982,159 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールドスター オープン マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（2,299,095千円）の投資信託財産総額（4,018,540

千円）に対する比率は57.2％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝109.59円、１カナダドル＝

83.48円、１英ポンド＝143.78円、１スイスフラン＝113.00円、１スウェーデンクローナ＝11.50円、１ノルウェークローネ＝12.18円、１デ

ンマーククローネ＝16.21円、１ユーロ＝121.12円、１ズロチ＝28.52円、１香港ドル＝14.10円、１シンガポールドル＝81.14円、１バーツ＝

3.59円、１ウォン＝0.0941円、１豪ドル＝75.05円。 

 

 

親投資信託残高 



品 名：90001_140153_04_野村ワールドスター オープン_805613.docx 

日 時：2020/2/26 8:29:00 

ページ：15 

 

－ 15 － 

野村ワールドスター オープン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年１月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,982,159,635   

 コール・ローン等 69,567,657   

 野村ワールドスター オープン マザーファンド(評価額) 3,897,791,978   

 未収入金 14,800,000   

(B) 負債 76,194,762   

 未払収益分配金 29,758,700   

 未払解約金 16,693,073   

 未払信託報酬 29,680,308   

 未払利息 37   

 その他未払費用 62,644   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,905,964,873   

 元本 3,306,522,274   

 次期繰越損益金 599,442,599   

(D) 受益権総口数 3,306,522,274口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,813円 
 

（注）期首元本額は 3,356,230,291 円、期中追加設定元本額は

203,381,719円、期中一部解約元本額は253,089,736円、１口当た

り純資産額は1.1813円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額3,845,765円。（野村ワールド

スター オープン マザーファンド） 
 

○損益の状況 (2019年７月25日～2020年１月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,427   

 受取利息 7   

 支払利息 △      4,434   

(B) 有価証券売買損益 306,134,003   

 売買益 317,571,092   

 売買損 △ 11,437,089   

(C) 信託報酬等 △ 29,742,952   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 276,386,624   

(E) 前期繰越損益金 726,535,108   

(F) 追加信託差損益金 △373,720,433   

 (配当等相当額) (  177,819,068)  

 (売買損益相当額) (△551,539,501)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 629,201,299   

(H) 収益分配金 △ 29,758,700   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 599,442,599   

 追加信託差損益金 △373,720,433   

 (配当等相当額) (  178,034,174)  

 (売買損益相当額) (△551,754,607)  

 分配準備積立金 973,163,032   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
 

（注）分配金の計算過程（2019年７月25日～2020年１月24日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年７月25日～ 
2020年１月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 23,053,855円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 248,930,215円 

c. 信託約款に定める収益調整金 178,034,174円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 730,937,662円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,180,955,906円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,571円 

g. 分配金 29,758,700円 

h. 分配金(１万口当たり) 90円 
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－ 16 － 

野村ワールドスター オープン

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 90円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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